第３部会（保健福祉）第８回部会概要

日　時　　平成１９年８月８日（水）　午後６時３０分～午後９時００分

場　所　　市役所　第３委員会室

出席者　　山田耕一　安達陽子　小林寛　瀧川正義　中原義勝　畑田ひろみ
　平田和弘　前田文彦　
説明員　　室保健福祉部次長、岩田子育てグループ総括主幹、馬場幼児保育主幹、

南部中央子育て支援センター長、富澤登別子育て支援センター長
事務局　　宮崎企画主幹、沼田企画主査

議　題　　１．子育て支援センター運営事業の外部評価について
　　　　　２．その他
※改訂版外部評価調書を各委員に配付。

１．子育て支援センター運営事業の外部評価について
◎事前送付済の資料「子育て支援センター運営事業について」に基づき、担当グループから事業の説明
· ２ページ「（７）移動子育て支援センター事業の取り組み。」内の「平成１８年度から毎月１回実施している。」を「平成１７年度から毎月１回実施している。」に訂正。
· 育児サークルの申込み手続き及びサークルを申し込むときの制約・規約について、また、子どもの年齢制限について聞きたい。
· 規約はありません。申請の用紙があります。申請用紙に月何回開催するのか、スポーツ保険の加入状況等を記入いただき、サークルとして活動しているのか、実態があるのかなどの判断を行います。問題が無ければ支援を行っていきます。支援に際しては、各サークルに実施要綱（規約）を定めていただくほか、サークルの予算の内訳を添付してもらっています。事務の簡素化はしていますが、最初の立ち上げの際は不便をかけています。子どもの年齢制限については市では決めていませんが、各サークルで決めている場合があります。（保健福祉部説明員）

· 子育て支援センターの催しに参加する子どもへの保険はどうしているのか。
· 市の公共施設を利用する場合に適用となる保険に市が加入しています。各サークルは公共施設以外の施設を使う場合もあるので、各サークルでも保険をかけるように話しています。（保健福祉部説明員）

· 予算・決算についてお聞きしたい。平成１８年度決算額と平成１９年度予算額には差があるが、どういう事か。
· 平成１８年度は支援センターの需要が想定以上に伸びました。また、平成１８年度は支援センターの車両の車検が有ったなど、全体として平成１９年度予算額が２０万円程度少なくなっています。（保健福祉部説明員）

· 旅費と報償費の予算額と決算額の差は。

· 会議出席の際、旅費を主催者が負担する場合があり、そういう点から予算と決算が異なっています。（保健福祉部説明員）

· 平成１８年度と平成１９年度を比較するとばらつきがある。平成１９年度は平成１８年度と比較すると額は下がっているが、過去の傾向から見ると右肩上がりなのか。

· 支援センターが増えたこと、また、育児サークル等への支援も増えたことから、職員２人体制から現在は正職員２名、臨時職員２名の４名体制（中央子育て支援センター）を取り、人的支援を行っています。（保健福祉部説明員）

· 若草、鷲別にも子育て支援センターを設置すれば予算も増えるのか。市内の全体が見えない。鷲別から中央に行っている人もいるのではないかと思う。
· 若草、鷲別にも子育て支援センターを設置すれば、経費は増加します。次世代育成支援行動計画には鷲別、若草地区の子育て支援センターの設置を盛り込んでいます。鷲別の方が中央子育て支援センターを利用しているケースは相当数あります。移動支援センターでも鷲別地区の利用は多いです。（保健福祉部説明員）

· 事務事業評価調書に載っている１６８件の相談件数の内容はどんな相談か。
· 生活習慣や発育発達等の相談のほか、夫婦間での子育ての考え方の違いについて等の相談など様々です。（保健福祉部説明員）

· 成果指標の開放日利用者数と育児相談件数について、目標値と実績値が一桁まで一致するのはおかしいのではないか。

· 表示が適切ではありませんでした。当初の目標を上回る利用があったこともあり、平成１８年度は１００％の達成度としました。平成１９年度の目標値は変更してあります。（保健福祉部説明員）

· 交付税の減額等があり市のお金が少なくなって、こういう外部評価されることについて、担当としてどう思うか。
· 育児については昔の育児と現代は違います。昔は地域で子育てをしていました。この事業を行うことで地域での子育てを支援しています。私たちは日々の仕事が評価につながっています。私たちの行っていることが悪ければ利用者は来ません。今度、ぜひ、支援センターを見に来てください。（保健福祉部説明員）
· 子ども達の事業には力を入れるべきだ。担当グループの話を聞いてつくづく力を入れるべきと痛感した。

· 昔の遊びはしていますか。

· 新しい遊びよりも今のお母さん達が子どもの頃に聞いた童謡や遊び（お手玉とかけん玉など）をすることが大切だと教えています。おもちゃを買い与えるのではなく、家事をしながらでも子供達に声をかけ、自分のそばで遊ばせるような工夫を教えています。（保健福祉部説明員）

· 中央子育て支援センターの職員は正職員２名、臨時職員２名とのことだが、資料によると子育て支援センターの職員全体（登別子育て支援センター含む）では正職員３人、臨時職員３人となるということになるが、正職員と臨時職員の人件費の差が大きいがどういう事か。また、第2期基本計画の実施計画に子育て支援センターの事業が載っているが、第1章第1節の事業費は９億円となっている。支援センターの事業は９億のうちの一部の事業なのか。実施計画が絵に描いた餅になっているのではないか。いろいろな書類で金額が載っているがそれぞれちがう。統一されていない。

· 第1章第1節の事業費のうち大きなものは保育所の運営経費となっています。子育て支援センター事業は９億のうちの一部です。（保健福祉部説明員）

◎担当グループによる説明終了後の意見交換（担当グループ退席後）
· 内部評価の結果と外部評価の結果が違っても良いと思う。
· 行政は市民自治推進委員会に外部評価を頼んできた。まだ、市民自治推進委員会は市民に浸透していない。できて良かったと思われる市民自治推進委員会にしなければならない。市は外部評価を市民の重要な声として受け止めると言っている。行政は市民自治推進委員会の外部評価を市民全体の意見として利用する。市民自治推進委員会が市民との間に溝を作ってはいけない。大事な事業は予算を取るぐらいのことを市民自治推進委員会はしなければならない。

· 子育て支援センターの職員は、現状の職員数が妥当だと思っているのか。予算が妥当だと思っているのか。意見を聞いてみたかった。子育て支援センターは民間だと思っていたので、直接意見を聞くのは控えてしまった。

· これだけの事業をやっていて１３０万円しかかからないのであれば、もっと手広くしてもいいと思う。正職員と臨時職員の給料にこれだけ差があるのであれば、全部臨時職員にしてもいいと思う。評価は費用対効果では無いと思う。

· コストの削減をすれば良い事業とは限らない。商売ではない。

· コストを下げるためには、臨時職員を雇わないと運営できないところもある。福祉事業は金だけではなく、気持ちが必要。好きじゃないとできない。
· この外部評価の調書は、事務局が案を作成したのか。

· 事務局で作成したものでもありませんし、案も出していません。（事務局）

· 外部評価はみんなで思っていることを話しながら点をつけた方がよい。各自で点数をつけて集計という方法もあるが、話し合った方がよい。

· なぜ、点数は5点、2点、０点なのか。目的が０点とかになる事業をなぜ実施していたのか。理解できない。1点刻みであっていい。目的の妥当性は、結果評価ではない。評価できない。目的の妥当性は結果では示せない。計画時の段階でチェックすべきものだ。

· 行政のファッショだ。調査権もなにもない市民自治推進委員会に外部評価をさせるというのは。
· 今日の目的は、担当グループの話を聴くことにあったと思う。事業の内容を今日初めて知った。外部評価をするしないについてはあきらめた。逆らってもしょうがない。全体会議で決めたことなのだから。
· 外部評価の数字が一人歩きする。
· 予算を削減すれば良い外部評価、良い市民自治推進委員会なのか。

· 資料についても予算額が載っていない資料は不完全。

· 点数については5段階にすべきと運営委員会に報告する。
· 事業の予算についてまで審議する必要は無いと思う。

· 行政は市民自治推進委員会にやらせとけという感じで外部評価をさせている。なぜ、今になって外部評価をしなければならないのか。

· それは市の財政状況が厳しくなってきたから。
· 外部評価は市民の代表としてではない。一市民として評価にあたるべき。外部評価の評価も全てが反映するわけではないと行政も言っている。

· 自治推進委員会は紙一枚全て行政からでている。至れり尽くせり。自立すべきだ。

· 市は、事務事業の執行に当たっては最小の経費で最大の効果を上げることを目標としています。しかし、それは省ける経費を省くという意味で必要な経費も全て省くと言うことではありません。外部評価を市民自治推進委員会にお願いする際にも、経費の削減についてお願いしているわけではありません。（事務局）
※子育て支援センター運営事業について、外部評価調書に基づき項目ごとに外部評価を進めましたが、「経済性・効率性」の欄については、次回に外部評価を行う時、予算の説明を受けてから評価することとしました。【平成１８年度の予算額について、資料提供を依頼することとしました】
　
２．次回開催日等について
· 次回開催日　平成１９年８月２８日（火）　１８時３０分～　第１会議室
· 次回のテーマは、「福祉のまちづくり条例」について行います。
· 外部評価については、９月１２日（水）１８：３０から（第３委員会室）予定。「子育て支援センター運営事業」について行います。
· 今回、「子育て支援センター運営事業」について、担当グループから説明を受けましたが、さらに説明を受けたい点、提出依頼をしたい資料などがありましたら、別紙「「子育て支援センター運営事業」の外部評価について」に記入いただき、第9回第３部会出欠表と一緒にファクスまたはメール願います。
· ８月２７日（月）１０時から１２時の２時間、第３部会で中央子育て支援センター（登別市富士町７丁目２番地１）を視察します。視察を希望の出欠を取りますので、別紙「中央子育て支援センター視察出欠表」に出欠について記入いただき、第9回第３部会出欠表と一緒にファクスまたはメール願います。
※当初、８月２４日（金）を予定していましたが、移動子育て支援センターが行われるため、日程を変更させていただいたことをご了承ください。（事務局）
